(別添様式１- １)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費
	事業名:　ネットワーク保守運用業務委託費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　商工労働部　情報科学芸術大学院大学　総務課　電話番号：0584-75-6600
　　　　　　　　　　　E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：21,017千円（前年度予算額：8,407千円）

	事業内容


	１　事業の内容


本学の教育・研究・製作活動を支える情報インフラとして、安定かつ効率的なネットワーク環境の維持及び充実したネットワークサービスの提供を図る。
＜ネットワーク機器提供サービス＞

　　　　・ 障害発生時の機器修理、交換作業　・ ソフトウェアのアップグレード

　　　　・ 機器監視、セキュリティ診断　　  ・ テクニカルサポート等

＜サーバサービス提供＞

　　　　・ Webサービス(Databaseサービス)　・ 監視サービス

　　　　・ 認証サービス 　　　　　　　　　 ・ グループウェアサービス

　　　　・ インターネット接続サービス　　　・ e-Learningサービス　等
 ＜メールサービス提供＞

        ・メールサービス
	２　所要経費


平成26年度までの債務負担契約である。

（委託料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円
	
	H21
	H22
	H23
	H24
	H25
	H26
	H27

	A　一次経費
	15,876
	0
	0
	0
	0
	0
	15,876

	B　経常経費
	12,176
	21,017
	21,017
	21,017
	21,017
	8,757
	105,001

	全体金額（A+B）
	28,052
	21,017
	21,017
	21,017
	21,017
	8,757
	120,877

	（内訳）大学院
	11,221
	8,407
	8,407
	8,407
	8,407
	3,503
	48,352

	（内訳）アカデミー
	16,831
	12,610
	12,610
	12,610
	12,610
	5,254
	72,525

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅲ 誰もが活躍できるふるさと岐阜県づくり
１ 若者が力を発揮できる地域をつくる
・地域の企業ニーズに応じた地域主導型の産業人材の育成・確保に取り組む
	２　これまでの取組状況


・平成16年7月、基幹スイッチやファイアウォール等主要ネットワークシステムを更新

・平成20年度末、平成16年度更新器機の保守契約期間が満了し、6ヶ月間の契約延長

・平成21年度、一般競争入札により更新
	３　これまでの取組に対する評価


・現在、学内ネットワーク機器の運用及びサービスの提供により、授業・研究活動等、学生生活全般にわたり学内情報インフラとしての機能を果たしている。
・平成21年度、老朽化やメーカの器機保証が終了した学内ネットワーク器機の更新を行い、より安定的な情報インフラとして、本学の教育研究・製作活動を支えている。
・平成21年度の更新にあたっては、既存器機の活用、ファイルサービスの廃止、メールサービスに教育機関向け無償サービスに切り替える等により、経費を節減した。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	8,407
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,407

	要求額
	21,017
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	21,017

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


